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学術研究の動向

アフ リカ諸社会 における女性の比較研究

－性差の伝統的構造と現代的対応－

和 田 正 平

1.研 究計画の経緯

　 本年(1995年)3月,コ ペ ンハーゲンで開催 さ

れた国連社会開発サ ミット(6日 ～13日)に おい

て,貧 困撲滅宣言が採択 された.地 球規模で貧困

の問題 を取 り上げられたのは,今 回がはじめてで

あり,各 国首脳が一堂に会 した意義 は大 きいが,

来年(1996年),各 国が策定 し,実 施する国内政策

で,貧 困者の生活がどのように改善に向かうのだ

ろうか.長 年,途 上国にかかわ り,地 域的にはア

フリカ諸国において極貧にあえ ぐ人々 を目のあた

りに調査 してきた私たちにとって もまた,国 連が

提唱するより豊かな社会の実現 をめざす開発戦略

の策定は,重大な関心事であ り,開発人類学のテー

マ とも深いかかわ りをもっている.

　 実際,本 研究は最初,1984年 の大旱魃 を経験 し

たあと,ア フリカ諸国のあいだに起 こった飢 えと

貧困を克服 しようとする社会開発の動 きに呼応 し

て計画された.と りわけ,1985年,ナ イロビで開

催 された 「世界婦人会議,国 連婦人の10年 」を契

機 に,開 発における女性の役割がきわめて重要視

されてきた ことが,本 研究を発足 させる主要な動

機になっている.そ れ まで,各 国政府や国際援助

機関は女性の力をほ とんど評価 していなかった.

近代産業社会では,男 性が生産者であ り,女 性の

労働は男性支配の陰 に成立する 「シャドー ・ワー

ク」 として位置づけられていたにすぎず,社 会の

表舞台に出なかったからである.

　 しか し,最 近 は女性学や女性史などの女性 を研

究対象 とする学問ジャンルが発達 し,女 性の労働

量 を正当に評価する試みが各研究機関でお こなわ

れ,た とえば,農 業部門に関 していえば世界の食

糧生産 の半分以上が女性の手によるもので,ア フ

リカで はそれ が8割 に達 す る地 域 さえあ る と

『ニューズ ・ウィーク』(1992・3)等 に公表 され

た.そ こで,途 上国においてはもはや女性の参加

を抜 きにして開発問題 を考 えることは現実的でな

く,む しろ積極的に支援すべきだという意見が関

係諸機関等で強 くなってきた.女 性のほうもまた,

開発のために団結 し,組 織づ くりを開始 した.そ

うした女性たちを対象 に資金 を援助 するた め,

1987年,国 連婦人開発基金 も設立 された.ア フリ

カの女性たちは,飢 えと貧困のなかから力強 く立

ち上がろうとしているのである.

　 だが,国 や民族によって,男 女の性差が厳 しく,

両者の活動領域が区分され,そ れが女性の社会参

加 をはばむ障害 になっている面 も否定できない.

そこで本研究は,ア フリカの女性たちが性差の伝

統的な構造 をこえて積極的に生産に参加 し,現 代

の社会開発の要請 にいかに対応 しているか.そ の

実状 と問題点を明 らかにしようと計画された もの

である.

2.研 究組織

　平成4年 度 より,平 成6年 までの3か 年間文部

省科学研究費補助金を受けて実施 された海外学術

調査の組織の概要は,以 下のとお りである.
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栗田　和明　　立教大学　助教授

阿久津昌三　　信州大学　助教授

吉田　憲司　　国立民族学博物館　助教授

研究協力者

茨木　　透　　東京都立大学　大学院生

片上　英俊　　東京都立大学　大学院生

S.B.パイアス　　カメルーン人文科学研究所

　　　　　　　分館長

B,イタンダーラ　　ダル ・エス ・サラーム大学

　　　　　　　専任講師

3.調 査対象国(民 族)

タ ンザ ニア(イ ラク,ニ ャキ ュウサ,ザ ラモ)

ケ ニ ア(キ プシギ ス,タ ベ タ)

カ メル ー ン(フ ルベ,テ ィカール)

ザ ン ビア(チ ェワ,ウ ンゴニ)

ガ ー ナ(ア シ ャンテ ィ)

コー トジボアール(ア ジュ クル)

セ ネ ガル(セ レー ル)

4.調 査 経 過

　独立後のアフリカ諸国では,伝 統的な結社 も存

続 したが,国 家建設,民 族 自立の新 しい社会変化

に対応 して,1970年 代 よ り多種多様な新結社が都

市あるいは各地方 に誕生 し,そ のなかには女性だ

けの互助組織 として発達 した もの も少な くない.

本調査の もっとも中心的な具体的な調査対象は,

現代 に対応 した女性 の団体や組織 についてであ

る.

〈平成4年 度>

　 1)タ ンザニア南部,ニ ャキュウサ農村社会で

は,栗 田が,女 性が講集団をつ くり,ト ラックを

チャーターして農産物 を都市の市場 まで運搬,販

売する経済活動 について調査 を進めることがで き

た.こ うして女性が営利 を目的に団体を結成 し,

市場経済 に参入する諸活動は,女 性がまた民族の

境界 を越 えて国家の経済システムのなかに組み込

まれてい く過程 として とらえることができる.

　 2)し か しまた,反 面,タ ンザニア北部ではロ

テア地区 とムブルムブル地区に住むイラク女性約

150人 が 「カンビ・ヤ ・シンパ(ラ イオ ンの小屋)」
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にある聖なる広場に集合 し,一 週間雨乞い儀礼を

おこなったことが和田によって調査されている.

この事例は依然 として伝統的な女性結社が健在で

あることを示 しているが,注 目すべきことは,こ

の集会が同時にタンザニアの女性が現在直面して

いる社会問題の討論の場 にもなっていることであ

る.

　 3)同 様 のことは,ザ ンビア東部,チ ェワ社会

の女性の成人儀礼チナムワリにおける女性の集会

にも見 られ,吉 田の調査によると,こ の儀礼自体

は男性だけで構成 される仮面結社ニャウとの構造

的な関係において成立するものであるが,近 年は,

そのネッ トワークが社会開発の討論の場にもなっ

てお り,現 代的な必要に応 じて機能が変化 してい

ることが うかが える.

　 4)西 アフリカに存在 した旧王国のうち,今 回

調査対 象になった アシャンティ王 国で は,王 母

(クィーン ・マザー)が 主催する評議会が,親 族,

結婚,市 場の紛争 などの 「家政的なもの」を取 り

あつかい,王 が主催する 「国家的なもの」をあつ

かう評議会 と区別され,「 男性の領域」に対応 して

「女性の領域」を形成 しているといわれてきたが,

阿久津の調査 によると,実 は,王 母は王位継承 を

決定するとともに王権の簒奪 をくわだてた りする

蔭の実力者であり,ア シャンティ女性の意志 を統
一する政治的シンボル として機能 していることも

明 らかになってきた.も し自分たちの政治的意志

を表明 したい ときは,王 母 を先頭にして「戦争歌」

を歌いなが ら町中を示威行進する強硬手段 に訴 え

る事実 も観察されている.こ のように,女 性の政

治的進出の基盤に王母を頂点 とする宮廷組織が深

く関与 していることが,今 回の調査によって裏付

けられたのである.

〈平成5年 度>

　 1)次 いで女性の団結 にとって重要な組織的基

盤 になっているのがキリス ト教会である.ザ ンビ

アでは吉田が精霊憑依 の信仰に関係す る基礎的な

情報収集 にあたった.こ の宗派がチェワ社会に浸

透 してい く過程 を調査 した ところによると,布 教

における女性の役割が大 きく,さ らに国境 を越え

て この宗教が拡大 してい くのも,多 くは女性間の

人 的ネッ トワークによってい ることが明 らかに

なった.
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　 2)ケ ニアにおいては,報 告数が少ない少数民

族のタベタ(ケ ニア人 口の0.07%)の 女性の生活

に関して,片 上が調査 をおこなった.タ ベタにお

いて も,女性がキ リス ト教の布教の担い手であ り,

教会 をとおして生活改善運動 を推進 している事例

が観察された.ま た,べ 一レ族 においては,キ リ

ス ト教徒の会合 とは一一応別個 に婦人会 が設立 さ

れ,活 動の一環 としてメンバーの経済的支援 を目

的 とした 「茶会」が隔週開かれている.そ の場 に

おいて,会 員から寄付金が集められ,女 性に対す

る相互扶助がおこなわれている.

　 3)カ レンジン系キプシギス社会においては,

各家のあいだの等量労働交換を目的 とする伝統的

な女性組織 「モ リック」のほかに,ケ ニア政府の

指導監督下にある 「マエンデレオ ・ヤ ・ワナワケ

(女性の前進)」 と呼ばれる女性の自助組合活動 も

また盛んにおこなわれている.こ の地方において,

現地調査 をおこなった小馬 によると,こ うした自

助組合の共同耕作 によってた くわえた資金を元手

にして,学 校や教会の事業 を積極的に援助 し,女

性たちが社会的地位を高めつつあるという.し か

もそれに際して,女 性たちは男性若年層ならびに

キリス ト教会 と手 を組んで,伝 統的な「長老支配」

を突 き崩す状況 も生 まれつつある.

　 4)セ ネガルでは,首 都 ダカールにおいて,小

川がインフォーマル ・セクターでの経済活動に従

事するセレール女性を中心に調査をおこなった.

このセクターで働 く女性 は,社 会の最底辺で生活

している者が多いが,彼 女たちは同業者 あるいは

地域住民同士で 「トンチン」 という頼母子講 をつ

くり,都 市での相互扶助および新 しい形の連帯組

織を形成 しつつある.

　 5)カ メルーン北部,マ ルワの都市居住フルベ

について江口が調査をおこなった.フ ルベ社会で

はイスラム教の影響で,女 性の社会的な立場は低

いものとされ,仕 事 も禁 じられている.し か し,

実際には,自 活 している女性 も少なくな く,昔 話

のなかにも女性の力をたたえるもの もある.独 立

後はフルベの生活 も多面的にな り,男 女の地位 と

役割の関係 も額面どおりに区分 けで きな くなって

いる.

〈平成6年 度>

　 1)カ メルーン北西部州では,端 が州都バメン

53

写真1　 セネガル国ファティック州ニャハール村.

　　　セレール族の女性たちが自分たちが抱えてい

　　　る様々な問題を話し合い,解 決策を模索して

　　　いる.(1988年,三 島禎子撮影)

写真2　 ザンビア国東部州ムロロ村,ズ ィオン聖霊

　　　教会の礼拝風景.参 加者の大多数は女性で占

　　　められている.(1994年,吉 田憲司撮影)

ダから離れたい くつかの村で調査 をおこない,都

市化,貨 幣経済化の浸透のなかでの性 による役割

分担の変化を示 した.男 性のグループは,稲 作農

民組合 を形成 して水田耕作 を拡大 している.一方,

伝統的 な自給的農業 の担 い手で あった女性 もグ

ループで土地 を購入 し,換 金性の高い作物を栽培

して貨幣経済 に積極的にかかわってい く動 きを見

せている.男 女それぞれが新 しい社会経済的 な

ニ ッチェを生み出 している傾 向が明 らかになっ

た.

　 2)セ ネガルのダカールで,小 川は都市に住 む

人々の経済活動を調査 した.イ ンフォーマル ・セ

クターにおける女性の活動が平成5年 度か ら指摘

されていたが,平 成6年 度 は全体像の記載の必要

から男性 も含めたインフォーマル経済従事者たち
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の活動状況にまで対象を広げて調査 した.こ れ ら

の経済活動 と都市民の互助組織 とがセネガル国全

体の経済的発展 と密接な関連があることが今回指

摘できた.

　 3)ザ ンビア国ではチェワ社会 とンゴニ社会で

の儀礼における性差に注 目して,平 成5年 度 に引

き続 き吉田が調査 をおこなった.そ の結果,父 系

社会であるンゴニ社会から母系社会であるチェワ

社会へ聖霊信仰が導入 され,そ の時点で信仰の主

たる担い手が男性か ら女性へ と変化 したことがわ

かった.ま た,そ の信仰がチェワ社会の伝統的な

儀礼組織の欠如を埋め,そ れを補完する形で浸透

してきていることを示した.

　 4)コ ー トジボアール国ダ ブ郡 で,茨 木 はア

ジュクル女性の活動 に注 目した.最 近の都市部で

の人口急増によってキャッサバ を加工 した食品,

アチュケの需要が高まっている.ア ジュクルの女

性はこの食品を加工生産する作業 に深 くかかわる

ようになり,そ の結果,農 作業や日常の生活上の

性別の分業 に変化が見 られるようになった.

5.共 同研 究会

　 ところで,ア フリカには,わ が国が承認 してい

る国だけで も53(1994年 現在)も あ り,民 族 とも

なると,1,000以 上 ともいわれ,定 義の如何 によっ

てはもっ と数がふえる可能性 さえある.それゆえ,

今回,現 地調査 をおこなった国(7か 国)も,民

族(12民 族)も,数 的には全 く不十分で,九 牛の
一毛に過 ぎず,さ らに関連データや情報な どを収

集し,現 地調査 を補充することが必要である.

　 そこで,研 究代表者は,平 成3年 度 より発足 し

ていた国立民族学博物館の共同研究 「アフリカ社

会における性差の伝統的構造 と近代化」 とゆるや

かな連携をもって現地調査 における研究の充実 と

展開をはかった.そ の現地調査者の参加のもとに,

合同しておこなわれた 「共同研究会」 における研

究発表は,以 下の とおりである.

〈平成3年 度>

91.6.29「 タンザニア・ウジジのスワヒリ女性」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 日野舜也

Vol.48　 No.10

11.2「 バムン王制社会における女性の地位

　～3　 と役割」　　　　　　　　 和崎春日

　　　 「グシイの女性と離婚訴訟」

　　　　　　　　　　　　　　　松園万亀雄

　　　「アフリカ女性の民族学的研究の動向」

　　　　　　　　　　　　　　　　和田正平

92.3.19「Agni人 の 成女儀 礼 について」

白井和子
「北 アフリカの女性研究の現状 と課題」

宮地美江子

〈平成4年 度>

92.6.26「 男性優位社会における出来事 と言説
一パ リ・アニュアの事例から」

　　　　　　　　　　　　 栗本英世

「北ケニア遊牧民社会における性差の

伝統 と抑圧の回避」　　　 佐藤　俊

11.19「 民族生殖理論 と性一ケニア ・チャム

　　　　スの事例」　　　　　　　 河合香吏

　　　 「ソンニケ族における女性の位置一伝

　　　 統 と近代化のはざまで」

　　　　　　　　　 カ トリーヌ ・キ ミナ リ

93.3.16「 仮面結社 と成 女儀i礼一ザ ンビア ・

　　　　　 チェワの事例か ら」　　　 吉田憲司

　　　　　 「狩猟採集社会の男 と女」　 寺嶋秀明

〈平成5年 度〉

93.11.5「 コンゴ北東部 の狩猟採集民アカの性

　　　　　　 と摂食回避」　　　　　　 竹内　潔

　　　　　 「イスラムにおける女性問題一女性差

　　　　　　別撤廃条約 とナワル ・エル ・サーダ

　　　　　　 ウィ」　　　　　　　 戸田真紀子

94.3.29「 ザ ンジバ ル女性文化 へのアプロー

　　　～30　 チ」　　　　　　　　　 富永智津子

　　　　　 「たたか う男 ・豊饒の女一漁民社会の

　　　　　　性差 と世界観」　　　　 竹沢尚一郎

　　　　　 「都市女性の連帯組織一セネガルの場

　　　　　　合」　　　　　　　　　　 小川　了

　以上,「 共同研究会」と 「海外学術研究」の成果

を合同で取 りまとめて,目 下 『アフリカ女性の民

族誌』(仮 題)明 石書店刊 として出版計画が進行中

である.

「女性 と身体性一象牙海岸のダン族の

事例」　　　　　　　　　 真島一郎
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6.総 括

アフリカ諸社会における女性の比較研究

　以上3年 間の調査研究の成果 を総括すると次の

とお りである.

　 1)本 研究全体の主題 は,女 性,伝 統 と変化,

にかかわるものであったが,こ れ らは研究対象 と

なったそれぞれの民族社会の理解 を進める上で大

きな意味をもつ問題であ り,そ れぞれ有効 な記述

と観点を引 き出すことができた.し たがって,女

性 と変化を主題 に研究する視点 は,多 くの社会 に

あてはまる普遍性 をもち,こ れか らの文化人類学

研究の分野 として重要であることが示唆される.

　 2)と くに変化 を踏 まえての記述は,多 くの場

面で有効であった.フ ェミニズム人類学やマルキ

ズム文化論の影響下の人類学では十分 に示すこと

ができなかった,「現在起 こっている社会の変化 に

柔軟に対応 してい く両性の役割」 という研究視点

を提供することがで きた.
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　 3)本 研究 によって提供 された,女 性の文化人

類学に向けての研究視点 として,具 体的には以下

のような ものを挙げることができる.そ れは,都

市の中での女性 の経済活動,都 市 と農村 との関係

で農村女性が果たす役割,農 村女性の生活改善運

動,他 民族やキリス ト教 との接触 による女性の役

割の変化,両 性の役割のノルムと実際,な どであ

る.と くに現在では国際的な経済活動,開 発 と援

助 の影響の下で大 きな変化 と対応を示 している女

性 の諸活動 に注目する研究視点が重要であると示

唆された.
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